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美作市地域おこし協力隊 

令和４年度事業報告書 

右手地区 右手養魚センター担当 宇都宮健二 

令和 2 年度より美作市地域おこし協力隊員として右手地区

の右手養魚センターに着任し、3 年目の令和４年度の活動を

報告させていただきます。 

① 販売イベントへの出店

勝田ひまわり市場と勝田っ子祭りに参加しました。 

一昨年の初開催の時より販売数も増加し、右手養魚センターのアマ

ゴの塩焼きを知っていただき串焼きを毎度お求めになるお客様を見

るとイベントに継続参加することの重要性を感じました。 

② 釣りイベントの開催

秋には渓流釣り場でカップリングパーティーを開催しました。 

釣りの経験のない方にも楽しんでいただき参加者の方々に出会いの
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場を提供させていただきました。 

右手養魚センターでは例年 4 月にアマゴ釣り大会があるのですが、

今後はファミリー層を対象としたニジマス釣り大会を開催する予定

です。 

③ 閑散期のキャンペーン実施

冬季は釣り場への来場者が減少し閑散期となるのですが、隣接する

トム・ソーヤー冒険村と共同で春休みに向けて宿泊と渓流釣りを割

引料金でご利用いただけるキャンペーンを開始しました。 

コテージやキャンプ場と渓流釣り場は繁忙・閑散期が同時期であり

閑散期に双方を利用していただくことでリピート率の向上を目指し

ています。 

④ 養魚生産技術の向上

必要な時に必要な量の魚を出荷しないといけませんが、コロナ感染

症の影響もあり生産計画を立てるのが難しい状況でも販売予定数に

対して育成・抑制のコントロールが行ないやすいようにしました。 

また、水産研究所で開催された研修に参加し、魚病への対処や診断に

ついて学びました。 

寒天培地を使った病原体培養やＰＣＲ検査も体験しました。 
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⑤ 天災による事故の早期発見・早期対応

自然相手の事業ですので大雨の時などは徹夜で巡回したり水管理に

気を使います。 

１月の大雪では水路に雪が詰まり養魚池に水が入らなくなる事故が

起き、発見が遅れたため損害を出しました。 

巡回もできない様な積雪量でしたが、発見の遅れが致命的なダメー

ジとなりますので水路から養魚池に水が流れる様子をカメラで撮影

して養魚池にいなくてもスマートフォンで確認できるようにしまし

た。 

⑥ 同業他社との連携

川魚の養殖は人工授精から完全養殖で行うのが主でありますが、夏

の高水温で親魚の状態が悪いなど孵化率が低下した際に他社も同様

の状況か確認したり、自社以外の養殖技術も知る必要があると考え

同業者との連携を持ち魚の在庫が足りない時には融通し合えるよう

な関係を構築しています。 

⑦ 農業への取り組み

圃場をお借りして自然薯を栽培しており、収穫した自然薯は太さこ

そ足りないものの地域の方に試食してもらったところ外観も食味も
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良い評価をいただきました。 

種芋重量・施肥量・支柱の立て方など改善し、令和 5 年度は 250 本

の栽培と 100 本の販売を計画しています。 

⑧ 地域活動への参加

消防団へ入団して年末夜警に参加しました。 

今後は中山間地域活動に加入を予定しています。 

また、除雪車や害獣駆除の資格を取得し定住後の地域活動にも積極

的に参加する予定です。 

勝田ひまわり市場 イベント出店の様子 右手養魚センターにてアマゴ採卵の様子 

以上が令和４年度の活動報告になります。 

最後までご高覧いただきありがとうございました。 

32



地域おこし協力隊

令和４年度　活動報告

東粟倉地域

米山吉将
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活動➊ 〇東粟倉 ZINE の制作・配布

→主な配布先
●美作市内、県内外各図書館 ( 西粟倉村・佐用町・赤磐市・真庭市・智頭町・和気町・

岡山市・鳥取市・倉吉市・勝央町・吉備中央町・宍粟市など )

新号発行の際に配布に回り、また定期的に在庫補充や配布の様子を見に伺います。

●他地域の地域おこし協力隊さま

活動を通じて知り合った協力隊や関係者の方々に数冊お渡しし、その拠点や活動場所

などに置いてもらっています。

●その他

活動中・プライベート含め、その都度知り合った方や伺った先でお渡しし配布活動を

行っています。

→成果
●新号の配布に回った際に「楽しみにしていた」という声をいただいたり、「次の号は

まだ？」という声をいただいたり、徐々に広まっていき楽しんでもらっている様子を

実感しています。また、新しく知り合った方が実は読者だったり、「全号集めています」

というマニアがいたり、多くの方に注目していただいています。

●市内ケーブルテレビ・みまちゃんネルさんに取材していただいた「東粟倉 ZINE ４号」

の放送回が、昨年度の「岡山県ケーブルテレビ振興協議会」で年間グランプリを受賞

されました。これにより、SNS などで在庫の問い合わせや配布希望の連絡をいただき、

当冊子を通して美作市の名前を県内に広めることが出来ました。

例年に引き続き、担当の東粟倉地域をはじめとした美作市の様々

な事柄に焦点を当て、取材・記事にしたフリーペーパーの発行を

行いました。県内外各所に配布し、エンターテイメントとしての

広報活動を行っています。

東粟倉 ZINE ８号
「ミマサカ飛び出し注意報」

市内のいたるところに立っている

「飛び出し看板」を本にしました。

東粟倉 ZINE ９号
「VS岡山弁 (上巻 )」

移住者目線で感じた岡山弁を、体験談とともに考

察や感想にしてまとめました。

ミマサカミマサカ

注 報意

飛び出し飛び出し

注意報

ふろく付き
！

東 粟 倉 Z I N E ８

東粟倉 ZINE　
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編集・発行
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東 弁山岡SV
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ッ
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収
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。
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テ
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と
・
・
・
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の
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、
私
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捨
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ポ
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ト
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プ
ス
の
袋
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ゆ
っ

く
り
ゆ
っ
く
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開
い
て
い
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そ
う
、「
か
さ
か
さ
か
さ
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い
う
音
は
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虫
な
ど
で
は
な
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ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
の
袋
と
ゴ
ミ
箱
の
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ゆ
っ
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と
擦
れ
合
う
音
だ
っ
た
。

～ ZINE とは～
ZINE( ジン ) とは、「販売して

売り上げを出すこと」を目的と

した商業雑誌 =MAGAZINE( マ

ガジン ) から由来した言葉で、

商業雑誌と反対に売り上げを

出すことを目的とせず、「表現

すること・伝えること」を一番

の目的とした自由な媒体です。

～紙媒体であること～
インターネットや SNS が普及

した昨今、「なぜ紙なのか」と

いう声も多数ありましたが、一

番の理由は単純に紙の本が好

きだからです。

紙の手触りや、形として残す

ことによって新しい情報に埋

もれることなく、また「ずっ

と手元に持っていたい」と思っ

てもらえるよう、その号によっ

て紙の種類やサイズを変え「集

めたくなる」ようなデザインを

心がけています。
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活動➋ 〇美作の山 ZINE の制作

→主な配布先
こちらは「東粟倉 ZINE」と違い山やアウトドアに特化した内容になるので、主に登山
会や山のイベントで直接配布、少量を読み物として図書館などに置かせていただく予
定です。

※東粟倉地域にある駒の尾山・船木山の山行の様子が「山と渓谷社・ヤマケイオンラ

イン」の登山靴モニターのページに掲載されました。(https://www.yamakei-online.

com/yk/monitor/m_keen2022/monitor-report/)

アウトドア業界で働いていた経験を活かし、美作市にある様々な

山に行き、実際に登った感想や出来事、見たものや食べたことな

どをまとめた冊子を制作中です。( ２３年夏ころ完成予定 )

また、美作市では既に「美作トレッキングマップ」が発行されて

いますので、場所・アクセス・ルート等の情報よりも自分なりの

体験談や気持ちをエッセイ風にまとめることで区別しています。

塩垂山 大仙山

竹山城跡

竜王山 城山
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活動➌ 〇地域資源を舞台にした絵本の制作

文章よりも分かりやすく、子どもや高齢者の方も手軽に読めるも

のとして絵本の制作を企画しました。ストーリーの舞台には、「県

内最高峰」という魅力的な特徴と、「山が好き」という自身の特

徴に最も合致していることから東粟倉の「後山」を選びました。

「いちばんおおきなはっぱ」に出会
うシーン

タイトル
「いちばんおおきなうしろやま」

うしろやま登頂達成のシーン

❶タイトル決め
後山とはどんな山か？ということがすぐに分かるよ

う、シンプルに「いちばんおおきなうしろやま」とい
うタイトルにしました。
➋ストーリー考案
タイトルから、「いちばんおおきなうしろやまには

いちばんおおきなものがたくさん」というメルヘン性
のある設定を考え、話の大筋を決めていきました。
➌画材選び
冊子作りやデザインと違い絵の経験は無かったため、
様々な画材や紙を使用し絵柄の試し描きを行いまし
た。鉛筆、ペン、クレヨン、パステル、絵具、色鉛筆、
クーピーなどの種類から、細め、太め、濃さ、水性、
油性など一通りの組み合わせを試し、最終的には本線
をクーピー、色塗りを水彩絵具での清書を決めました。
➍ページ割り
ストーリーの大筋に沿って、見開きの大きいシーン

や、ページをめくるタイミングでの話の流れなど細か

い点を決めていきました。見開きの２ページで場面を
変えない、場面と本文のリズムがゴタゴタにならない
ようになど適合性をとっていくのが大変でした。
➎構図決め
ページ割りで決めた内容に合うよう、絵の構図を考

え下書きをしていきます。何案か構図を描き、良いと
思う絵に合わせて本文を書き換え、時にはストーリー
やページ割りの変更もあり試行錯誤を繰り返しながら
進めていきます。
➏清書
構図の下書きを参考に水彩紙に清書を行っていきま

す。デジタルでの作業ではないので、少しミスしたら
描き直し、を繰り返して１枚１枚描いていきます。こ
の過程でも、新しい案が浮かんだり楽しい場面がひら
めくとその都度内容を変えていきます。１日１枚を目
標に、時間をかけて何度も見直し最終的な絵、ストー
リーが出来上がりました。

→制作過程
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●後山トレイルランニング準備・スタッフ
昨年 10 月に行われたトレイルランニングにて、コースの整備・

除石や案内板設置などの準備を地域の方と行いました。

●県境交流登山会準備
地域の方の主催する登山イベントにて、
準備やスタッフとして参加しました。

●美作アルプス　ルート看板の設置
駒の尾山、船木山、後山にてルート番号の書かれた看板の設置・

補修作業を役所の方と行いました。

●おくのへや　運営
東粟倉支所内「おくのへや」の運営・作業と、月一回「お

くのへや通信」を発行し広報と一緒に地域の方にお届けし

ています。

●他市町村の地域おこし協力隊との交流
他地域の協力隊イベントや拠点に積極的に伺い、「東粟倉

ZINE」の配布や活動報告などを行っています。

現在 (２３年３月時点 )、印刷会社様と仕様や予算について協議中であり、明確な完成冊数が未定です。冊数によ
り配布場所や配布方法が決定しますが、市内図書館や人の集まる施設へ寄贈し多くの方が誰でも閲覧できるよう
な形にしたいと考えています。(個人単位への寄贈は予定していません )
また、２３年の夏頃を目安に原画展を開催し、当絵本の実物と原画、制作の過程で使用した様々な備品を展示す
ることで活動の様子を知ってもらう機会を計画しています。その際、飲食店の誘致や原画・ノベルティグッズの
プレゼントなどを実施し、市外からも人を呼べるようなイベントにすることで関係人口に貢献できればと考えて
います (会場：コミュニティスペース「ヨリビト」様 )。

→配布について

活動➍ 〇その他いろいろ

37



●コミュニティスペース「ヨリビト」さんにてボランティアスタッフ
ZINE の配布のご協力をお願いしているとともに、イベント開催時の出店・参加やお手伝い、移転に伴う改修や作業に参加さ

せていただきました。

●地域作業
水道掃除やしめ縄作りなどの地域行事に参加しました。

その他

●東粟倉地域高齢者大学で使用する問題集やクイズなどを作成
●図書室での本読みカードに押す消しゴムハンコの制作
●レイアウトソフトの講習
など、メインの活動の合間に依頼いただいた作業を行いました。
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2022 事業報告

2022/3

地美恵の郷みまさか

濱田 恭德

もくじ

02

定住に向けての
活動

03

ミッションへの
活動

01

地美恵の郷みまさか
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01

地美恵の郷みまさか

地美恵の郷みまさかとは
美作市内で捕獲、駆除された野生鳥獣のうちニホンジカとイノシシを主に
個体の受け入れ～食肉処理まで一貫して行う施設である

施設があることにより猟師の方の負担を減らし、良個体の搬入については報奨金を
支払うなどして自家消費をすることができない等の個体を受け入れ、
地域資源として、全国へ流通させ命を無駄にさせないための処理を行うことができ
る施設となっている

施設の搬入基準に見合うよう
頭部のみを打ち抜いた
シカとイノシシ

01

地美恵の郷みまさか

害獣と呼ばれるが本来、殺されるために生まれてきた命ではないため
少しでも無駄なく活用してあげることで初めて資源としての価値が生まれてくる

田畑を荒らされ余儀なく駆除する人がいて、消費者として肉を必要とする人がいて
頂戴した命を糧として私たちが一般的な生活を送れている事を身をもって実感し、
関係のない人たちまでこういった実情を理解してもらえるよう、地元の知人たちに
もお土産として話を聞いてもらい動物を駆除する際の動画を見てもらう事ができた
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01

地美恵の郷みまさか

施設を管理する業務に携わり、一昨年取得した国産ジビエ認証施設としての
名に恥じない製品をプロダクトできるよう努めている

また、鳥獣利活用推進事業のメンバーとして農林水産省や日本ジビエ振興協会とと
もに討論会を実施したり、セミナーで話をする機会をいただくことができた

02

定住へ向けての活動

美作市内で活動する狩猟グループに参加をさせてもらい
週末にイノシシ猟で出向くなど
地域の方との交流がより増えた
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03

ミッションへの活動

活動時間外であることもあるが、
美作産のシカやイノシシを味わってもらうために
県内外で屋台出店をする機会も多く設けられた

大阪での出店の様子

03

ミッションへの活動

美作地区内での
有害鳥獣駆除活動にも参加し
少しでも被害を食い止められるよう努力をし、これからも続けていきたい
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まとめ

２年間を地美恵の郷みまさかでの運営に携わり
施設をより良く、施設から出荷されるプロダクトの状態・品質向上の為
１年目より多くの時間を割く事ができた。

イベント出店などを利用し、美作産ジビエの啓発活動の結果、
利用者の方からとても励みになるようなコメントもいただくことができた。

来年度、任期の最終年になるかと思うが、より昇華して続けていくべきところ
改善を図れる部分を改めて見直し活動に励みたい。
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令和４年度活動報告書 

社会教育課 

藤丸 蒼 

●事業①：美作市文化財保存活用地域計画作成事業

■実施したこと

1.本文で使用する資料(表・グラフ)作成(通年)

◯内容

・現在作成中の美作市文化財保存活用地域計画(美作市内各所に点在する文化財を後世に守

り伝えていくための方針や指針等の取り決め)の本文で使用する表・グラフの作成

◯反省

・データの収集に時間をかけすぎたために、スムーズな作成ができなかった。

◯展望

・作成資料の有効活用、及び計画の完成

2.真木山⾧福寺伽藍跡測量調査(2022/05/10～2022/05/27、2022/11/15～2022/12/03、

2023/3/14~2023/3/24[予定])

◯内容

・測量機器を用いた測量方法を身につけると共に、実際に真木山⾧福寺の伽藍跡の測量を

行い、4 枚の図面を完成させた。

◯反省

・リースする機器の取り違えが起き、混乱を招いた。

◯展望

・リースする機器の取り違えが起きないようにして、調査をスムーズに行えるようにす

る。

・全調査終了

3.中高生対象アンケート[2022/12/13~2023/02/10(回答期間：2023/1/19~2023/1/31)]

◯内容

・美作市の中学校、高等学校に在学する生徒[計 913 人(内訳 中学生：596 人、高校生：

317 人)]を対象に、美作市の歴史・文化への興味・関心を調査し、537 件(内訳：中学生

474 件、高校生：63 件)の回答を得た。

・分析の結果、回答者の約５割が歴史や文化に興味をもっており、同じく回答者の約８割

が歴史や文化を守っていくことの大切さを認識していることが分かった。しかし、美作市
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の文化財を知っているかと問えば、同じく回答者の約８割が知らないと答え、知名度(また

は認知度)の低さがうかがえる結果となった。 

◯反省

・対象者全員の回答を集められなかった。

・特に高校生においては、アンケートへの協力の呼びかけが少なかった。

・データ分析に時間をかけすぎた。

◯展望

・データ分析をもとに、適宜計画に反映していく。

●事業②：資料館収蔵品整理事業

■実施したこと

1.旧武蔵資料館の収蔵品の把握、整理(2022 年７月下旬～8 月下旬)

◯内容

・作東美術館の収蔵庫に保管されている宮本武蔵関連の収蔵品の把握。

・整理及び保管するためのラックやたんすの設置、及び破損防止対策

・刀剣類の手入れ方法の習得

◯反省

特になし。

◯展望

・収蔵品のよりよい保管環境の構築

2.各資料館施設の清掃(2022/9/15,2022/10/18)

◯内容

・作東バレンタインパーク所在の作東歴史資料館、及び林野所在の美作市歴史民俗資料館

(旧中国銀行林野支店)の清掃

◯反省

特になし。

◯展望

・各施設の清潔環境の維持

●事業③：体験講座事業

■実施したこと

1.夏休み中の小学生を対象とした勾玉制作講座(2022/08/03 実施)

◯内容
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・古代の装飾品として有名な勾玉を制作し、工作を通して歴史への興味、関心をもたらせ

る。

・定員 15 人に対して 22 人という多くの参加者が集まり、特に大きなトラブルもなく無事

大盛況を収めた。

◯反省

・基本的には購入したキットの説明の通りに作業を進めてもらったが、わかりにくい作業

を含めた実演での説明がもう少しあってもよかったのではないだろうか。

・会場の備品(市民センター大研修室にある椅子を納める台車)で遊ぶ参加者も見受けられ

たので、怪我人こそ出なかったものの、倉庫に片づけておく等の対策をする必要があった

と思う(保護者の監督責任ではあるが、それでも見つけ次第注意して即座に片づけるという

こともできたはずだ)。

◯展望

・次回開催時での対策の実施。

2.ワークショップ参加(2022/07/24,2022/08/07)

◯内容

・来年度以降の題材の参考とするために、備前市文化財管理センターで開かれるワークシ

ョップに参加し、とんぼ玉とレプリカの古代鏡の制作方法について学んだ。

◯反省

特になし。

◯展望

・今のところは来年度も勾玉の予定にしているが、せっかくとんぼ玉や古代鏡のレプリカ

について学んだので、どうしていくかは今後課内にて検討を行っていく。可能であれば、

年一回ではなく、３～４回くらい講座を開ければなおよいだろうか。

●事業④：企画展事業

■実施したこと

なし

◯内容

なし

◯反省

・作東美術館の収蔵庫にある宮本武蔵が描いたとされる美術資料(主に絵画)の展示会の開

催を考えたが、具体的な案をまとめることができなかったため、開催に運ぶことができな

かった。

◯展望

・現在、武蔵が描いたとされる『達磨頂相図』の修復を業者にお願いしており、それが完
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了した頃を目処に改めて企画を考えている。 

●事業⑤：美作市歴史文化財研究会事業

■実施したこと

1.会計の管理(通年)

◯内容

・美作市歴史文化財研究会の会計管理

◯反省点

特になし

◯展望

当団体の円滑な会計管理の実行

2.研修旅行幹事[2022/10/28~2022/12/06(実施日：2022/11/27)]

◯内容

・研修旅行参加者取りまとめ、旅行会社(吉野観光)との打ち合わせ、参加費の取りまと

め、当日の円滑な旅程運営

◯反省

・旅行先での行程を決定するのに時間がかかってしまい、参加者に旅行に参加できるとい

う通知が旅行当日近くまでになってしまった。既に定員に入った参加者については、その

時点で参加できますという旨の通知をすることができたはずであり、その上で案内文や最

終版の旅程表等を改めて郵送で通知するということもできたのではないだろうか。

・当日、鳥取城跡周辺にて予定外の自由行動が起き、予約していた施設(仁風閣)に謝りを

入れる事態を起こしてしまった(混乱を招くので極力控えていただきたいと会⾧にはお伝え

した)。

◯展望

・来年度以降実施の際の円滑な幹事運営及び旅程の完遂

3.会報誌作成(2023/01/19~2023/3/9 2023/3/13 以降完成版到着予定)

◯内容

・美作市歴史文化財研究会が発行する会報誌の発行準備、内容及び校正の打合せ

◯反省

・校正までに時間をかけすぎたために、発行準備に手間取った。

◯展望

・発行完了及び次回発行分の寄稿文等の依頼
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■まとめ

初年度となる本年は、右も左もわからない状態からのスタートだったが、普段の業務や

様々な活動を通して市内の歴史や文化財にふれ、改めてこれだけの魅力あるものをどのよ

うに市内外に知ってもらうかを考えていかなければならないと思うことができた。では、

講演会やイベントを開くにしろ、学校行事で文化財を巡ってみるにしろ、そのきっかけを

作るにはどうすべきだろうかを考えていきたいと思う。 
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令和4年度
協力隊活動報告

美作市地域おこし協力隊 長岡一幸

活動テーマ

心と体の元気づくり
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主な活動
●作東B&G海洋センターの業務サポート

●自主企画による心身の健康応援活動

●依頼や要望に応える心身の健康応援活動

●学びと教え

作東B&G海洋センターの業務サポート

活動拠点が作東B&G海洋センターということもあり、プール運営に携わった経験などを活かし
て夏場のプール開放を中心にB&G関連業務をサポート。

中学校授業に備え4月後半から掃除を開始。令和4年度はコロ

ナの影響で授業利用はありませんでしたが、3年ぶりの一般開
放も無事に楽しんでいただくことができました。

B&G艇庫でのカヌ一体験サポート。水辺のアクティビティでは
ちょっとした事故でも命に関わる可能性があるので、体調や安全
に十分注意しつつ楽しんでもらいます。
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作東B&G海洋センターの業務サポート

経験や知識、得意なことも活かしながら気になるところは指摘・改善。利用する人にも働く人に
も安全で有意義な施設となるよう今後も引き続き意識し行動していきたい。

地域の人など気軽に誰でも利用できるミーティングルームのはず
が、長年危険をともなう誤った使われ方に。支所やBG職員の協
力により本来あるべきかたちに少し近付きました。

猛烈な暑さをやわらげるためにサイドシートを上げますが、これ
までは随分と苦労されていたようなので、活動費から滑車やロー

プを購入し楽に安全に作業できるように改善しました。

自主企画による心身の健康応援活動

長く暮らした大阪と比べると美作は人も地域もずいぶん不健康なイメージ。誰かの健康や自分
自身の健康のためにも気軽に楽しめる運動機会を色々と設けていきたい。

あそびば美作

レクリエーションて心
の元気づくり

子どもも大人もあそび
が大切！-=�

疇霞� ヽ

一
. e.�.�...8-- ·!:'".

謳
ト旱〉こぞ；；】
活動日閲 毎選水昭•土虻 900~11,00

活勧ほ所 バレンタインバーク作棗

え合岨所 美作市作束B&G；毎洋センター

誼藷1●物 勒きやすい服装シューズ·水分

-
褐f杜帳隅囀

＇

-

レクリエーションスポーツやノルディックウォーキングなど多様な
体験を通して心と体の元気づくり。健康生活のきっかけづくり。

テスト的にスタートし様子をうかがいつつ、新たなレク道具を試す
機会としても利用。

美作は大阪や淡路島と違いこういったことに興味はあっても自ら
足を運ぶところへのハードルがなかなか高いようなので、次年度
は方向性を変えてのアプローチを検討中。

ちなみに興味を持ち足を運んでくれるのは、ほぼ移住者。
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自主企画による心身の健康応援活動

地方だからといって多様な経験ができないような美作にはしたくないし、自分自身も暮らしてい
て楽しくない。様々なかたちで色々な体験を提供していきたい。

レクリエーションは屋内での活動が多いですが、屋外だとよりリ
ラックスして楽しむことができます。気候の良い頃には屋外での
企画も実施していきたい。

場所：美作市作束8&G漏洋ビンター 19アリーr

19吻：昼内●シューズ

な？ 也慧 丘＼
- »u·l<• こ

·中I’19“f,9,’量＇l,’1,I44, ，h’'1ii-Ini·
芯孟て：しざ品芸品ともん梵翌閃；；；；均．がく
認祐は::::；；哀製只翌上口注ば：：：”？と量”してい拿,.

-

令和5年3月末にB&Gで様々
なレクリエーションスポーツを
体験できるイベントを予定。

スポーツは本来、運動の得意
不得意に関係なくみんなが楽
しめるもの、ということが少し
でも伝わる機会になるといい
な。

依頼や要望に応える心身の健康応援活動

最も力を入れている活動がレクリエーションやノルディックウォーキングなど依頼や要望に応
えるかたちでの元気づくり。声があれば美作市内市外に関わらず訪問。

「子供たちに何か体験させたいんですけど」「イベントの中で2時
間ほどレクをお願いできますか」など人数や場所に関わらずどん
な声にでも応えるようにしています。

親子交流会でのレクリエーション。子供チームvs大人チームで大
接戦。年齢や体力に関係なく誰でも同じ条件で楽しめるのがレク
リエーションスポーツの良いところ。
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依頼や要望に応える心身の健康応援活動

今年度は子供関係からの依頼や要望が主だったが、成人の健康維持増進にノルディック
ウォーキング体験やレクによる高齢者のフレイル予防なども増やしていきたい。

地域の健康活動。レクリエーションスポーツはフレイル予防にも
おすすめ。人生の大先輩の方々がいつまでも元気でいられるよ
う交流機会を増やしていきたい。

4月開催予定、地域の健康ウォーキング企画の下見に同行。
ポールの貸し出しや当日の対応だけではなく、健康的な活動へ
は最大限協力。

依頼や要望に応える心身の健康応援活動

施設や団体からの依頼対応だけでなく、様々な要望に応えるかたちで個人の体験や各種相
談にも対応。誰かを介した間接的な心の元気づくりにつながる活動。

幼稚園の圏長で親子が楽しめる場づくりもされている方からの要
望に応えレクスポとノルディックウォーキング体験。その後の活
動に取り入れたそうです。

「コロナの影響で子供たちのゲーム時間が増えてしまった」との
相談を受け、室内でも気軽に遊べる小さなモルックを手作り。子
供だけでなく福祉施設でも楽しんでもらえたようです。
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学びと教え

健康をテーマとした活動は淡路島の頃と同じでも環境はまったく違う。美作の環境で美作に必
要と考えることを行うには、新たな学びや心の支えとなるものがあった方が心強い。

自ら学び⇒自ら体験⇒地域に還元。どんなことでも先ずは自分
自身で体験し、楽しさや健康効果を自分なりに考えた上で活動
に取り入れています。

学びと教え

レクリエーションセミナーのー場面。高齢化が著しいレクリエー

ション協会の若手育成事業。しかし若手の参加が…．。多様化でレ
クが求められる時代、県レクとのパイプは活動の支えとなる。

何かを学びそれを伝えようとすると活動の幅が広がり求められることも増えてくる。それが嬉し
い。誰かの心をほんのちょっとでも元気にできる機会が増えるのなら、いくらでも学び続けたい。

県レクセミナーでレクリエーションゲームのマンカラ講師を担当。
それぞれの得意分野を教えたり教わったり。レクや人生の大先
輩方から得られるものは非常に大きい。

小学校授業でのレクスポ体験。運動が苦手でも楽しめるのがス
ポーツ。スポーツはみんなのもの。健康で豊かな人生のためにも
本来持つ「スポーツ」の意味を知ってもらうのが狙い。
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次年度へ向けて
●今年度の活動の中でも述べたように、令和5年度は子供関係に益々関わっていくのはもちろ
んのこと、健康維持や増進、フレイル予防など大人の元気づくりの機会を増やせるよう活動し
ていきたい。

●そのためにも、最もヘルシーなスポーツと言われているノルディックウォーキングの普及にも
努めていきたい。

●交流の内容や幅を広げるためにも、引き続き積極的に新たなことを学び取り入れていきたい。

●オリジナルのレクリエーションスポーツを考案し地域の元気づくりに活かしていきたい。

●協力隊の大切な活動の一つである卒業後への道筋づくり、こちらについても考え行動を開始
する2年目としていきたい。

最後に
私は見た目で運動が得意と思われることが多いのですが、まった＜逆。でもスポーツは大好き。
なぜかと言うと本来スポーツとは気晴らしや遊び、楽しみということを知っており、そのとおり楽しんでいる
から。

運動が苦手はあっても
“

スポーツが苦手はない
’

'はずなのに、競技志向が強すぎる日本では子供の頃か
らスポーツが苦手、嫌いと口にする人も少なくはありません。

都市部ではレクリエーションスポーツが学校の部活動に導入され始め、多くの地域では誰もが気軽に安心
して利用できる公園などがあり、みんな日常的に健康的に運動を楽しんでいます。

残念ながら私にはレクリエーションスポーツを部活動に導入できる権限もないし、健康的に楽しめる公園
が皆無の美作に造ることもできません。しかし、レクリエーションをとおして

“

スポーツとば
’

を伝えたり、ノル
ディックウォーキングで健康を応援したりすることならできます。

ちょっとした運動でも人生を健康的に、そして豊かにできると言われています。
そのきっかけづくり、元気づくりを大いに楽しんでいきたいと思います。

美作市地域おこし協力隊長岡一幸
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